
絵のコーナー：４月から森の部屋（ランチルーム）が絵のコーナーとなり、外から沢山の光が

差し込んでくる森のような素敵な雰囲気の中 『今日は何を描こうかな？』と毎日色々な思い

で絵を描いているこどもたちの姿があります。４月は好きな色でぐるぐるとなぐり描きしたり、

色んな色を画用紙に塗って楽しんでいた子ども達も、毎日の園生活や経験が増えてきた事もあ

ってか丸に目や口、ほっぺがついて顔を描くようになり そこに手や足も生えてきて（頭足人）

少ずつ絵を描く姿も見られる様になってきました。たんぽぽさんやすみれさんではタケノコや

サクランボ等の季節の物を描いたり、自分の好きな絵を丁寧に描く子、図鑑を観ながらじっく

り描く子の姿もあり、友達同士お互いに良い影響を受けながら楽しく描く姿も見られています。 

また、友達の飾ってある絵を見て『すごーい！ぼくもこれ描きたい』とその絵を観ながら真似

して描く子の姿もあり 毎日色々な姿を見せてくれながら楽しく描いているこどもたちです。 

５月・６月は、母の日や父の日があったこともあり、お父さん、お母さんの顔を描いてプレゼ

ントするという経験もしました。 すると、その後も『ママを描いたの』や『今日もお父さん

描きたい』と嬉しそうに描く微笑ましい姿も見られています。 毎日、ご家庭から園生活のモ

ードへとゆっくり気持ちをシフトしていける絵のコーナー。時々、早く遊びに行きたくて急ぎ

たくなる子の姿も見られますが、一つ一つ手順を踏んで楽しい 

１日の始まりとして丁寧に過ごしていけたら、と思っています。 

『先生見て！これ、水に映った私だよ！』と描いた絵を見 

せに来てくれた年長さんの女の子。そこには笑顔の女の 

子と、水色のクレヨンで描いた水の中に同じ様に線対称 

に描かれた女の子が描かれていました。きっとどこかの 

場面で水の中に自分の姿が映る様子を目にし、印象に 

残ったのですね。感動したこと、感じたことをそのまま絵に 

表現出来たこどもたちの感性に思わず驚いた一コマでし 

た。こんなこどもたちひとりひとりの豊かな感性を沢山発 

見していきたいですね。 
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第 1 期（4 月～5 月）期題「たのしいこどものもり」 

＊新しい社会への不安よりもこども園で友だちと遊んだり、発見したりすることへの喜びを味わい、生活意欲が育つ。 

 

1学期 明るい子（交わりの参加する生活）                 http://kodomonomori.wordpress.co7 
こどものもりブログ各担当が更新しています 

 
/ 
 

 

6 月・7 月の予定 
9 日(木)・10(金)・11(土)保育参加・ 

11 日(土) 13:15～16:30 職員園内研修日 

13 日(月)そら組振替休日 

15 日(水)２歳以上子育てサロン 

15 日(水)そら・ほし組尿検査持参日 

16 日(木)午前・健康診断 

22 日(水)9:30～11:00 園庭開放日  

29 日(水) ２歳以上子育てサロン 

30 日(木)9:30～歯科検診 

7/4～8 日(金)午後(詳細は後日) 年中個人面談 

6 日(水)園庭開放日 

7 日(木)七夕まつり(園児のみ)  

13 日(水) 2 歳以上子育てサロン 

19 日(火)～8/2 日(火)そら組夏期保育(半日保育) 

20 日(水)年中ワクワクハッピーデー 

22 日(金)年長ワクワクハッピーデー  

25 日(月) そら組振休（夏まつり(7/30(土)) 

卒園児のつどい  

26 日(火)~28 日(木)そら組年少個人面談 

30 日(土)午前・夏まつり(親子参加の予定) 

8/1 日(月)~3 日(水)ほし組年少個人面談 

8/3(水)~9/1(木)そら組夏休み 

造形のコーナー：4 月、少し不安そうに登園していた新入児、大きい子と手

を繋ぎ「ここは何ができる部屋かな？」と大きい子の様子を見ていました。

ハサミやテープ・ペンを使い様々な作品を作る大きい子の姿を見て、「同じ

のを作りたい」と大きい子に教えてもらいながら作っていました。その中で

ちょうちょやてんとう虫作りを繰り返し楽しんでいました。ペンや色鉛筆で

模様を描いたり、モールで触角を作ったりと様々な作品ができました。また

完成すると「パパやママに見せる」と自分で作ることができた喜びと達成感

を感じ、大切に持ち帰っていました。5 月、空を泳ぐ鯉のぼりを見て、「作

ってみたい！」と興味を持った子どもたち、「お父さん鯉のぼりを作ろう」

と紙だけではなく、空き箱・トイレットペーパーの芯・牛乳パック・ペット

ボトルなど様々な素材で鯉のぼり作りを楽しみました。こどもの日の集まり

では本物の鯉のぼりと一緒に自分たちが作った鯉のぼりが空を泳ぐと、「す

ごいね」と喜ぶ姿が見られました。新入児は今、自分で作る楽しさを知り、

様々な道具に触れています。ハサミを初めて持つ子も多く、大きい子が優し

く持ち方や、道具の片づけなど教えてくれています。是非、ご家庭でも一緒

にハサミを使ってみてください。在園児は昨年の経験を生かし、友だちと一

緒に作ったり、工夫しながら作る姿が見られています。今後も作ることや飾

る楽しさを感じていきたいと思います。 

クローク(ほし・そらぐみ)：入園・進級から 2 か月が経ちました。4 月、不安や心配がい

っぱいで涙していた子ども達は、朝の身支度の仕方や園生活の流れを年長すみれさんか

ら優しく丁寧に教えてもらい、園生活の楽しさがわかり自分で身支度をやってみようと

頑張る姿がみられています。この 2 か月、年長すみれさんは新入児さんのお手伝いに意

欲的でした。 

今現在も時間になると玄関から門までお迎えに出ることが習慣のようになっている子も

います。始めはどう手伝ったら良いのか分からず、ただ側にいることが精いっぱいで、

声をかけられず棒立ちの子も・・・「お口で教えてあげるといいよ」と伝えると「こうや

るんだよ」「○○してね」と具体的に伝え、お手伝いが上手にできるようになりました。

また「いなくなっちゃった～」と涙する子も・・・手伝いをしてくれる度に「ありがと

う！」とたくさん伝えています。年長さんにとってこの体験が自信や自覚に繋がって行

きます。そしてお手伝いをしてもらった経験が大きい子に憧れを持ち、小さな子に優し

く思いやりのある子に成長していくのでしょう。 

また 5 月末から午睡をなくし、そら組さんに仲間入りしたほし組年長さんはコーナーの

片付け手伝いを毎日がんばっています。マスク着用をランチ時や集まり時、クッキング

コーナー手伝い時のみにしました。上手に借用しています。これから梅雨・夏に向かい

ますが、天候・気温に応じて衣服の調節をしたり、水分補給や汗をかいたらこまめに拭

く着替えるなど心地よく過ごせるよう伝えていきます。ご家庭も「脱ぐ・着る」「裏返し

を直す」「ボタンを外す・留める」など一人でがんばる姿を見守り、応援をお願い致しま

す。（汚れた衣服を持ち帰りましたら、翌日に着替えをお持たせください） 

 

 

 

 

４月・５月生まれ・おたんじょうびおめでとうございます！ 

４月;  5日なんぶ こうき６才       ８日えとう きょうや２才       ９日さいま れん４才       １６日まつもと えいじ５才       

２０日いいの あまな２才     ２１日はせがわ なぎさ６才     ２１日なんぶ まさき４才     ２３日はせがわ かえで４才     

２３日ほりかわ ましろ２才     ２５日さくらい けんし６才      ２６日べすと えま４才       ２８日おおぬき あん１才   

５月;  ２日たなか おと４才        ８日たかはし さゆ４才         ９日かわかみ きょうすけ４才  １７日くわはら ふみか４才 

        ２０日みうら とき６才        ２８日さくた しの２才         ２９日みやざわ ゆずは５才 

           

  

ごっご表現コーナー：子どもたちが大好きなままごと、電車、積み木やパズルなどがたくさん 

あるごっこ表現コーナー。今年度から、太陽の部屋からくもの部屋へ引っ越しをしました。４月

当初、進級時さんは「どういうこと！？あれ～？」と驚きを見せていましたがすぐに馴染みのある安定した

遊びに溶け込んでいる姿がみられました。最初は手を繋いでもらってやってきた新入児さんも、年長児さん

に優しくドレスを着せてもらったり、おもちゃを貸してもらったり、上手に遊びを教えてもらったりするこ

とで、不安な顔もにこにこ笑顔に変わっていきました。ままごとでは素敵なドレスを着てうっとりする子、

ごちそう作りに夢中な子、赤ちゃんのお世話をする子、ベッドルームの２階で赤ちゃんと寝転がる子などそ

れぞれがゆっくりとおうち気分を楽しんでいます。電車やカプラでは年長児さんをお手本に線路や電車を組

み立て、イメージの世界で楽しんでいます。パズルも自分で取り組み、達成感に気付き始めた子どもたち。

まだまだ物の取り合いなどトラブルもありますが、自分の気持ちを伝え、相手の気持ちに気付く大事な場面

です。年長さんは、友だちと協力してカプラに挑戦したり、小さい子の遊んだおもちゃの片付けを手伝いな

がら、次に遊ぶ人のことを考えたり、きれいにすると気持ちがいいことに気付いた様子です。１年を通して

友だちとの関わりの中で、物を大切に使う気持ちや、相手の気持ちを考えて伝え合う経験ができるように寄

り添っていきたいと思います。 

ままごとで赤ちゃんのお世話をしている A ちゃんと赤ちゃんをおんぶしながら料理を作る N ちゃん。「ごはんが

できたわよ～！早く食べないと遅刻しちゃうよ！」と周りの友だちを誘う N ちゃん。みんなでご飯を食べておし

まいかと思いきや、「これ会社の人からもらったお菓子！食べていってね。」と配っていました。この姿を見て、 

普段から大人の姿をよく見ていることが分かります。 

他にも、トントントンと音を立てて包丁で野菜を切ったり、 

食べ終わったお皿やスプーンをスポンジで洗ったりと、 

身近な大人への憧れや優しくしてもらったこと、嬉しかっ 

たこと、感動を遊びの中で再現しながら想像力を身に 

つけて 

います。 

豊かな 

心が育 

つことを 

願って 

います。 

 

 

 

 

ある朝、さくらさんの手伝いをしていたすみれさんが「できるようになったんだね

～！すごいね～！」と優しくさくらさんを褒めて 

いる姿がありました。すみれさんに褒めてもらっ 

たさくらさんはとても嬉しそうににこにこの笑顔 

でした。 

毎日、新入さんの手伝いをしてくれている年 

長さんが、新入さんのできるようになったこと 

に気付き、喜んでいる姿がとても素敵でした。    

 

4 月当初、泣いて登園していたさくら組の子ども達。お世話をしてくれていた

すみれさんが作ってくれたちょうちょに興味をもち、泣きながらも造形コーナ

ーに。最初はすみれさんが作ってくれるのを見て 

いましたが、毎日のように造形のコーナーにやって 

きて、少しずつ自分でも模様を描いたり、テープ 

を張ったりとする姿が…♡４月中旬になると「ちょう 

ちょつくりたい！」と、一人でもきてくれるようになり 

ました。安心できるすみれさんの存在と、「ちょうち 

ょ作り」が笑顔のきっかけになったようでした！ 

村田 由美先生：事務室で保護者の方々の対応だけでなく、優しく子どもたちと関わってくださり、お世話になりあ

りがとうございました。都合により、急ではございますが、退職となりました。 

当分の間、事務圭恵園長と清美副園長が対応しますので、よろしくお願いいたします。 


